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ダイヤモンド中の窒素-空

孔(NV)中心は、量子情報通信、

量子情報処理や量子センシ

ングのリソース機能だけで

なく、異なる量子システム間

のハイブリッド化を行う際

の中継素子機能を有するこ

とから、様々な状況に柔軟に

対応できる量子情報処理ユ

ニットとして期待されてい

る。異なる物理系で培われた

技術を状況に応じてハイブ

リッド化させ物理系を簡単

に行き来させることができれば、複数物理系内蔵多機能量子情報処理ユニットが実現できる。

2011 年に超伝導素子とダイヤモンド中の NV 中心の量子ハイブリッド実験が行われ、ハイブリ

ッド化機能が実証された[1]。そのハイブリッド化では、2 つの物理系間をマイクロ波領域のみの

操作により行っているが、NV 中心はラジオ波領域での操作も可能であるため、異なる操作領域

で動作するより多くの物理系間のハイブリット化が期待できる。我々は、異なる操作領域を持

つ様々な物理系のハイブリット化に向けて、二光子磁気共鳴を利用したドレスド状態生成に着

目した。そして、単一 NV 中心を用いてマイクロ波とラジオ波領域操作を駆使して二光子磁気

共鳴によるドレスド状態生成を行った[2]。通常は 3 本のピークが観測されるが、ドレスド状態

発生時には、9 本のピークが確認された(図 1)。本発表では、これらの実験結果について詳細に

議論する。 

本研究は、日本学術振興会科学研究費補助金(新学術領域研究:15H05868、若手 B:15K17729）

の支援を受けた。 

[1] X. Zhu, et al, Nature (London) 478, 221 (2011). Y. Kubo, et al., Phys. Rev. Lett. 

107, 220501(2011). 

[2] T. Tashima, H. Morishita and N. Mizuochi, arXiv:1712.04615v2 (2017).  

 
図 1. 二光子磁気共鳴によるドレスド状態観測結果 
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